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一般的なニホンザルの社会は優劣関係が厳格である。食物の優先権は優位個体にあり、劣位

個体は優位個体の前では食物に手を出したり、近づいたりすることができない。しかし、淡路島に

生息するニホンザルは、他地域のニホンザルと比較して特異的に寛容な社会を形成している。 

淡路島では、大豆を用いて地面に文字を書くと、その文字通りにサルが密集し「サル文字」を描く

ことができる。サル文字は、他のニホンザル集団では描くことができない。食物を独占したい優位

なサルが劣位のサルを追い払ったり、争いを避けたい劣位のサルが食物から逃げてしまったりす

るためである。 

淡路島集団では、劣位個体が食物を得ることを優位個体が許容するだけでなく、優位個体と劣

位個体が協力することで、ひとりでは達成できない課題をクリアすることもできた。 

寛容な淡路島のニホンザルに注目することで、私たちヒトが寛容で協力的な社会を築く手がかり

について展望を深めたい。 
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